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2004年

　＜論文＞

Watanabe, F., 2004 "Socion Theory Applied to Religion: An Analysis of Triad Calculation in Social Networks", Religion and Society, Special Issue, 19-31.

小杉考司・藤澤隆史・藤原武弘　2004　バランス理論と固有値分解,理論と方法,19、1、87-100. 

木村洋二・板村英典・池信敬子　2004　「拉致」報道をめぐる4大新聞の荷重報道の内容分析、関西大学社会学部紀要、35（3）、89-121.

木村洋二 　2004 「「新聞見出し」は拉致をいかに報じたか」諸君、36（6）、128-138.

木村洋二（研究代表者）2004　「社会的コミュニケーションの多重媒介モデル理論の構築と分析」　科学研究費（C）(2)

　＜学会報告＞

Mizutani,S. 2004 Computer simulations of relations between three or more persons based on a balance theory. Abstract Book on 28th International Congress of Psychology(CD-ROM), 1372.

小杉考司・藤澤隆史・藤原武弘　2004　バランス理論と固有値分解（３）−記憶実験による検証−．日本社会心理学会第45回大会発表論文集，458-459． 

雨宮俊彦　2004　ソシオイドについての心理学的研究--大学生を被験者としたソシオイドの心理的機能についての予備的調査--、日本心理学会第68回大会論文集,170.

2003年

　＜論文＞

木村洋二　2003　ソシオンの一般理論（4）　関西大学社会学部紀要、34（1）、1-44.

石盛真徳　2003　二者関係に及ぼす相互の自己評価の効果に関する実験的検討−自尊心理論・自己一貫性理論・ソシオン理論をめぐって　京都光華女子大学紀要, 41, 209-230.

藤澤隆史・水谷聡秀・小杉考司　2003　計算論的ソシオンモデルのシミュレーション(2)−トライアッドの転移オペレーションと荷重バランスの検討−　関西大学大学院「人間科学」,58,133-147.

小杉考司　2003　バランス理論と固有値分解.　科学研究費「量子推測理論の数理統計学的基礎とその応用(基盤研究(A)(1)研究代表者：赤平昌文) 研究集会「数理統計学と計量心理学をつなぐ」,大阪大学. 

渡邊太 2003「ソシオン理論による宗教研究」 『宗教と社会』第９号別冊、22-31頁 

木村洋二・林文川・板村英典　2003　「李登輝来日」をめぐる4大新聞の荷重報道の比較研究、関西大学社会学部紀要、35（1）、157-210.

　＜学会報告＞
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木村洋二・板村英典・池信敬子　2003　日本人「拉致」報道をめぐる4大新聞の荷重報道の内容分析、 日本社会学会第76回大会報告要旨.

2002年

　＜著書＞

渡邊太　 2002「洗脳、マインド・コントロールの神話」 宗教社会学の会編『新世紀の宗教——「聖なるもの」の現代的諸相』創元社、207-245頁

　＜論文＞

水谷聡秀・小杉考司・藤澤隆史　2002　計算論的ソシオンモデルのシミュレーション−二者関係と三者関係による好悪荷重の変化−　関西大学大学院「人間科学」,57,109-132. 

石盛真徳・藤澤隆史・小杉考司・水谷聡秀　2002　集団現象へのセル・オートマトン的アプローチ．対人社会心理学研究，2，111-117．

木村洋二　2002　ソシオンのネットワークと鏡像のコミュニケーション（1）　関西大学社会学部紀要、34（1）、45-97.

渡邊太 2002「ネットワークにおける負の関係の機能」 『年報人間科学』大阪大学人間科学部社会学・人間学・人類学研究室、第23号、193〜211頁

　＜学会報告＞

杉考司・藤澤隆史・藤原武弘　2002　三者関係パターンにおける関係性の推測．日本社会心理学会第43回大会発表論文集,478-479. 

藤澤隆史・小杉考司 2002 複数の自律エージェントによる協調作業シミュレーション．日本社会心理学会第43回大会発表論文集,672-673. 

 渡邊太（ワークショップ報告）2002「ソシオン理論による宗教研究」 『ワークショップ：関西発の新・宗教研究』 「宗教と社会」学会第10回大会、関西学院大学.

渡邊太　2002「ネットワークにおける他者と他者の関係──視点依存性と感情論理について」 日本社会学会第75回大会、一般研究報告、大阪大学.

2001年

　＜著書＞

藤澤隆史・藤澤等 2001 集団システムの安定性とコネクショニストモデル．守・都築・楠見 編著，コネクショニストモデルと心理学．北大路書房．81-99．

雨宮俊彦　2001「相互作用で解く心と社会---複雑系・ソシオン・視覚記号---」、関西大学出版部

　＜論文＞

小杉考司・藤澤隆史・水谷聡秀・石盛真徳 2001 ダイナミック社会的インパクト理論における意見の空間的収束を生み出す要因の検討．実験社会心理学研究，41(1)，16-25． 

木村洋二　2001　「ソシオンの一般理論（3）--トリオンからソシオスへ--」　関西大学社会学部紀要、32（2）、1-104.

木村洋二・渡邊太 2001「親・子・カルトのトライアッド──信者と家族と教団のソシオン・ネットワーク分析」 関西大学社会学部紀要、32（2）、105〜175.

木村洋二・松尾繁樹・渡邊太 2001「イジメのモードとネットワークの力学──排除のソシオン理論をめざして」 関西大学社会学部紀要、32（2）、177〜204. 

木村洋二・増田のぞみ 2001「マンガにおける荷重表現」 関西大学社会学部紀要、32（2）、205〜252頁 

雨宮俊彦   2001 「エージェント・環境相互作用モデルとソシオン理論（1）」関西大学社会学部紀要、32(2),253-291.

　＜学会報告＞ 

渡邊太  2001「ソシオン理論の冒険（２）──３項関係からみたカルトとイジメのネットワーク・ダイナミックス」 日本社会学会第74回大会、一般研究報告、一橋大学.

2000年

　＜論文＞

木村洋二　2000　ソシオンの一般理論（2）　関西大学社会学部紀要、31（2）、63-149.

藤澤隆史  2000 職場集団へのソシオメトリー的アプローチの理論と現状．国際経済労働研究，55(11/12)，9-15．

渡邊太 2000「カルト信者の救出──統一教会脱会者の『安住しえない境地』」 『年報人間科学』大阪大学人間科学部社会学・人間学・人類学研究室、第21号、225〜241.

1999年

　＜論文＞

石盛真徳・開原千景・藤澤等　1999　家族集団における役割関係の構造−ソシオン理論に基づく二相三元非対称データの分析−　社会心理学研究, 14, 155-164.

木村洋二　1999　ソシオンの一般理論（1）　関西大学社会学部紀要、30（3）、65-126.

　＜学会報告＞

渡邊太 1999「カルトからの脱会──統一教会信者救出活動の事例──」 関西社会学会第50会大会、一般研究報告、関西大学.

1998年

　＜著書＞

藤澤等  1998　「関係科学への道」　北大路書房

　＜学会報告＞

藤澤隆史・藤澤 等 1998 社会的インパクト理論における空間的要因の検討．日本社会心理学会第39回大会発表論文集，54-55． 

石盛真徳　1998　社会的情緒研究への理論的展望　日本社会心理学会第39回大会発表論文集, pp.328-329.

1997年

　＜著書＞

藤澤等  1997　「ソシオン理論のコア」　北大路書房

藤澤等  1997　「複合システムのネットワーク論」　北大路書房

　＜学会報告＞

藤澤等・石盛真徳　1997　二者三者関係のネットワーク(1)−自尊心理論と均衡理論はどちらが正しいか？−  日本心理学会第61回大会発表論文集, p.123.

石盛真徳・藤澤等　1997　二者三者関係のネットワーク(2)−自尊心理論と均衡理論はどちらが正しいか？−　日本心理学会第61回大会発表論文集, p.124.

開原千景・木下真吾・石盛真徳・藤澤等　1997　家族システム論(Ⅰ)  日本社会心理学会第38回大会発表論文集, pp.104-105.

木下真吾・開原千景・石盛真徳・藤澤等　1997　家族システム論(Ⅱ)　日本社会心理学会第38回大会発表論文集, pp.106-107.

石盛真徳・藤澤等・開原千景・木下真吾　1997　家族システム論(Ⅲ)　日本社会心理学会第38回大会発表論文集, pp.108-109.

藤澤等・開原千景・石盛真徳・木下真吾　1997　家族システム論(Ⅳ)　日本社会心理学会第38回大会発表論文集, pp.110-111.

喜多将司・藤澤隆史・小杉考司・藤澤等　1997　境界と集団の生成過程（1）．日本社会心理学会第38回大会発表論文集,84-85. 

藤澤隆史・小杉考司・喜多将司・藤澤等　1997　境界と集団の生成過程（2）．日本社会心理学会第38回大会発表論文集,86-87. 

小杉考司・喜多将司・藤澤隆史・藤澤等　1997　境界と集団の生成過程（3）．日本社会心理学会第38回大会発表論文集,88-89. 

1995年

　＜著書＞

木村洋二　1995　「視線と「私」」　弘文堂

1993年

　＜論文＞

雨宮・木村・藤澤「ソシオンの理論(3)」関西大学社会学部紀要、25(1), 63-163.

木村「欲望のソシオン理論」関西大学社会学部紀要、25(2), 1-41.

1991年

　＜論文＞

藤澤・雨宮・木村  1991 「ソシオンの理論(2)」関西大学社会学部紀要、22(2), 165-221.
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　＜論文＞

木村・藤澤・雨宮1990「ソシオンの理論(1）」関西大学社会学部紀要、21(2), 67-143.

　＜学会報告＞

Amemiya,Fujisawa,Kimura. 1990 Theory of Socion、22nd International Congress of Applied Psychology.

